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    からだをまもるキラーＴ細胞の産生機構を発見 

 徳島大学疾患ゲノム研究センターの高浜洋介教授と新田剛特任講

 

リンパ器官の一つである胸腺のなかには皮質とよばれる領域があります。 

胸腺皮質にキラーＴ細胞を産生する役割があることは知られていました。し 

かし、胸腺皮質がどのようにして「からだをまもる」能力をもつ有用なキラ  

ーＴ細胞を産生するのかこれまで大きな謎でした。本研究では、胸腺皮質上  

皮細胞に特異的に発現される蛋白質分解酵素複合体（胸腺プロテアソーム）  

の欠損マウスにおけるキラーＴ細胞生成機構の解析により、ウイルス感染な 

ど外来抗原からからだをまもる有用なキラーＴ細胞の産生には胸腺皮質上皮 

細胞に特異的に発現される胸腺プロテアソームが必要であることを明らかに 

しました。 

  胸腺は、生体防御応答に不可欠のＴ細胞を生成する臓器です。本研究で得  

られた成果をもとに、Ｔ細胞を人工的に再生させたり、有用なキラーＴ細胞  

を回復または強化させたりする研究へと展開していくことで、ウイルス感染 

やガンに対する画期的治療法の開発がもたらされる可能性が期待されます。 

  この研究は、東京都臨床医学総合研究所、東京大学、慶應義塾大学などと  

の共同にて、文部科学省科学研究費補助金などの支援を得て実施されました。

この論文は米国発行科学誌「イミュニティ(Immunity)」の１月号に掲載予定で、

それに先立って１２月３１日づけで電子掲載されています。 
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師らは、ウイルス感染やガンからからだをまもるキラーＴ細胞の生成

機構に新たな分子機構を発見しました。 
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